
言脛

２年 口
口
目
バ
」

ぷ.380

みj刄’

ず

ニュースポーツで

身も心もさわやか

　豊かな社会に生きる私たちは、その恩恵を最大限

に受けて生活している反面、精神的にも肉体的にも

疎外されているといっても過言ではありません。

　そこで、高齢化社会や余暇の増大と相まって、身

心ともにさわやかにリフレッシュできるような健康

づくり・体力づくりが大切になってきています。

　町体協レクリエーション部では、町民の豊かな心

の譲成とスポーツ愛好のきっかけとなるよう、お年
寄りから子供まで誰でもみんな楽しく、勝敗にこだ

わらずできるニュースポーツ（ブランドゴルフや碁

石運びなど）を用意し、ひいては町民１スポーツの

普及・振興に供しようと、町民レクリエーション大

会を訓月18日、町総合運動場で行いました。

　（写真は､的入れゴルフに挑戦しているひとこま）

発行壬生町役場　編集総務部庄田財政課毎月15日発行　〒321-02栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号eO池2-82L1234～6]j……j……，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_
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平成２年

クリーンセンターが完成し、４月からの本稼動を前に

２月22日始動式を行う

　今年も師走を迎え、あとわずかに

なりましたが、みなさんにおかれま

してはどんな１年だったでしようか。

　広報の紙面から平成２年の町ので

きごとをふり返って見ましよう。

名誉町民で元町長の佐藤正幸氏が、１月31日に

逝去され、３月４日町と農協の合同葬を行う

主なできごと
　　　2～12東雲（しののめ）の「桜まつり」にぎわう
４月

16日清水英世町長が初登庁

　　　20日臨時議会。議長に稲葉次雄氏、副議長に粂川誠市氏

　　　　　　が就任

　　　23~26壬生町農業委員会が干瓢栽培視察で韓国を訪問

1　　

29日春の叙勲で三浦隆さん（緑町四）が勲六等単光旭日

　　　　　　章を受章される

　　　10日公民館学級・講座合同開講式を行う　５月

27日第４回全日本女子レスリング選手権大会フリースタ

　　　　　　イル75kg級で、船越光子さん（壬生高１年）が優勝

　　　３日環境美化キャンペーンに延べ5､841人が参加し､道路　日月　　

や公園、各自治会内の清掃を行う

　　　５日第５回全日本少年軟式野球県大会で壬生中が初優勝

　　　21日県議会土木委員会が県道（国谷）の現地調査に来聴

　　　22日第１回町長杯ゲートポール大会に34チームが参加

　　23～27定例町議会

　　　30日第８回壬生町青少年催全育成町民総決起大会を開催

　フ月１日町消防団の水防演習を黒川橋下で実施

　　　7～16ハ坂祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

j

　　　10日町農業委員会委員24名、無投票で決まる　　　　　」
　-

１ 　　　　　　　　　　　　　一　５日新年祝賀式、来貢多数を迎え壬生中央公民館で行う月15日第41回壬生町成人式を行い､465名の成人を祝う

　19日乗農業士に中村正さん（下稲葉）が認定される

　26日壬生町ボランテイフ=ﾌ連絡協議会の設立総会行う

　31日名誉町民で元町長の佐藤正幸氏逝去される

　　なお、合同葬（町と農協）を3月4日町民体育館で行う

　　　２日幼児交通安全教育公開保育行う。（第一保育所）日月

４日第３回町民網引き大会に男女41チームガ参加し町民

　　　　　体育館で開催

　　　18日衆議員議員選挙行われる。投票率69.93％

　　　22日し尿処理施設「クリーンセンター」の始動式行う

　　　25日第１回10人なわとび大会を町民体育館で行う

　　2/27～3/8定例町議会

　　　３日消防演習を羽生田小で実施３月

lo～11第２回壬生中央公民館まつり開催

　　　13日第1回ゲートボール親善大会を総合運動場で開催

　　　14日クリーンセンター、安塚小フール完成祝う合同落成

　　　　　式を農協会館で行う

　　　25日町長・町議会議員選挙が行われ、清水英世新町長が

　　　　　誕生。新町議26名も決まる。投票率81.37％
-･
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⑩印坦

一

＝
同
二
十
五
日
、
町
長
・
町

議
選
が
行
わ
れ
、
清
水
新
町
長
、

二
十
六
名
の
新
町
議
が
誕
生

九
月
十
九
日
、
安
塚
地
区
を
中
心
に

た
つ
ま
き
災
害
が
発
生
、
住
宅
や
農

作
物
な
ど
が
大
被
害
を
受
け
る

八
月
十
八
日
～
十
九
日
、

真
夏
の
祭
典
「
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
で
二
万
人
が
販
う

壬
生
町
史
全
七
巻
が
完
成
し
、

十
一
月
十
七
日
解
散
式
を
行
う

　　　１日国勢調査が行われ、町の人□が39,591人に
10月

４日第13同町老人スポーツ大会が総合運動場で行われる

　　　５日壬生町史「通史編Ｉ」発刊し町史全フ巻出版完了。

　　　　　なお町史解敵式を11月17日に行う

　　　７日町文化祭開幕式、チヤＵテイふれあい文化祭を行う

　　　フ日名坂信一さん（中央町）、全日本クレー射撃選手権

　　　　　大会のトラッフ競技に出場し、初優勝を飾る

　　　10日第21回町民班け班け大会で早朝ウォークを楽しむ

　14~11/25第４同企画展「日光道中壬生通」に3,200人が来館

　　　18日臨時議会

　　　２日自治功労者（特別功労賞４名、功労賞29名）を表彰
11月

３日第８回壬生町総合産業まつりに１万人がにぎわう

　　　15日学校安全教育で南犬飼中学校、文部大臣賞を受賞

　　　３日秋の叙勲で白石為雄さん（緑町－）が勲六等瑞宝章を

　　　　　受章される。

　　　21日町長、姉妹都市水□町を訪問

　　　１日消防団通常点検を安塚小学校で実施
12月

２日第６同自治会対抗駅伝大会に11チームが参加

　　　6~18定例議会

　　　９日ふくべ細工教室を宿泊研修施設で行う。

　　　20日臨時議会

　　　22日郡民体育祭で総合第４位に

　　27~29児童文化教室を嘉隠が丘ふれあい広場で行う

　　　30日第１回黒潮大会・日米親善全国少年野球大会で、壬

　　　　　生東クラブ準優勝に輝く

　　　１日２人目の英語指導助手フエＵシティ・エセイムさん
８月　　

（英国）着任。

　　　16日第フ回全日本少年軟式野球大会で壬生中が日本一に

　　18~19ふるさとまつり、２万人がにぎわう

　　29~9/4町長の高齢者訪問を行う。

　　　１日黒川の里ふれあいフール今年の入場者14万人を突破
９月

４日石橋消防本部とひとりぐらし老人を結ぶ「災害弱者

　　　　　緊急通報システム」が開設

　　10~14定例議会。福島勝美氏、助役に就任

　　　16日第５回健康ふくしまつりを保健福祉センターで開催

　　　17日渡辺知事、本町を視察

　　　19日第15回壬生町交通安全町民大会を開催

　　　19日安塚を中心に長さ3km幅200mにわたり竜巻が発生、

　　　　　被災世帯2摺このぽり建物や農作物に大きな被害

　　　23日嘉隠が丘ふれあい広場にテニスコート２面が完成
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の執行状況

町　　　　税

地方交付税

繰　入　金

繰　越　金

県支出金

地方譲与税

国庫支出金

諸　収　入

自動車取得税
　　　交付金

使用料及び
　　　手数料

町　　　　債

利子割交付金

財産収入

分担金 及び
負担金

ゴルフ場利用税
　　　交付金

寄　附　金

交通安全対策
　特別交付金

|IFIIIIIIIIII川NIIIIIIIIIIIll広報みぶNIIIIIIIINI目||Ⅲ||IH川田||目411111｢||llllllllll目

平成２年度上半期
　　　　　　　　　　　　　　　（平成２年９月30日現在）

　町では、町民のみなさんに財政の実態を知っていただくため、毎年

２回「壬生町の財政」を公表しています。

　今回は、２年度上半期（平成２年４月１日か巴）９月30日）の財政

状況をお知らせします。

軽目勤墨税13％

38億9,224万円（22億9,310万3千円）　58.9％

14億3,500万円（10億8,956万9千円）　75.9％

4億3,240万2千円　　　（3,235万円）7.5％

2億5,921万9千円

2億5，

(3億6,748万2千円)103.4％

　(5,479万2千円)21.1％

　(3,5(17万6千円)13.8％

2億1,631万8千円（5,555万8千円）25.7％

1億7,674万7千円（8,515万4千円）48.2％

1億4,0oo万円　（5,782万9千円）41.3％

9,747万6千円　（7,488万5千円;　76.6％

　9,410万円　（o円）　　　　　0％

　8,450万円　（6,906万6千円）81.7％

7,341万6千円　（7,0ooカ3千円）95.4％

7,337万4千円　（s,254万9千円）44.4％

　　5､000万円

3､500万1千円

　　　700万円

（2,4o6万4千円）48.1％

（o円）　　　　　O％

（5oo万1千円）71.4％

町税のうちわけ

　　　(収入済額)
町芒ばこ税29％

6,644万3千円
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壬
生
の
体
育
館
フ
ー
ル
建
設
進
む

白
白
ダ

予算現額　76億7,630万3千円

支出済額（22億1,871万3千円）

18億9,488万5千円（2億5.162万9千円）13.3％

18億2,988万2千円（5億6,724万6干F4）31.0％

　　9億9,137万8千円（3億7,171万9千円）37.5

Ｊ圀斑3

一般会計予算

ﾔ]執行率.2ajﾉ5t.

6億7,751万7千円（2億342万1

6億1

5億9，

30に0％

052万2千円(1億8､757万2千円)130.7％

4億2,7oO万円（6,267万9千円）14.7％

(2億6，

　　　　　　　　　　　3億5･8o6万円（1億7j61万4千円）47.9％

4寺llU会計予算の噌3,955万2千円（6,799万円）487％

執行状況
(単位：千円)

]こ二 予算現額
収入済額

(収入率)

支出済額

(執行率)

国民健康保険 1,615,679
　816,793

(50.6％)

595,648

(36.9％)

公共下水道 1,269,344
190,513

(15.0％)

371,715

(29.3％)

奨学資金 1，591
　　　972

(6い％)

　1,190

(74.8％)

老人保健 1,331,906
591,522

(44.4％)

553,180

(41.5％)

水　　　　道

収益的

収入430,078

支出407,992

事業収益

　160,6卵

(37.4％)

事業費用

　140,187

(34.4％)

資本的

収入　65,430

支出187,848

収入

　19,261

(29.4％)

※支出※

　59.801

(31.8％)

1億590万8千円（6,280万1千円）59.3％

2,635万7千円（834万3千円）31.7％

　　2,0oo万円（o円）　　　　　0％

｜

3oo万3千円（123万6千円）41.2％

土
3千円（0円） O％

44.3％

肖］
上
　
教
　
総

公

費
　
費

木
　
育

務　費

債　費

衛　生　費

民　生　費

農林水産業費

消　防　費

議　会　費

商　工　費

労　働　費

予　備　費

災害復旧費

諸支出金

収支の不足額は、一般会計から運用しました。

資本的収支の収入額がその支出額に不足する額は、

過年度及び当年度分損益勘定留保資金、減債・建設

改良積立金で補てんしました。
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壬
生
町
の
老
人
医
療
費

－
一
づ
人
診
り
四
十
四
記
子
万
作

　
老
人
医
療
費
の

　
　
仕
組
み
と
流
れ

　
急
速
な
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
「
老
人
保
健
制
度
」
が
昭
和
五

十
八
年
二
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
老
人
の
方
が
病
気
や
ケ
ガ
（
交
通

図①　医療の内訳

　　　　　　　医療費の内訳

事
故
は
除
く
）
に
要
す
る
医
療
費
は

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
の
保
険
料
と
、
国
及
び
県
、

町
の
補
助
金
を
合
せ
て
、
町
か
ら
病

院
な
ど
の
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
図
①
は
、
元
年
度
の
医
療
費
の
流

れ
を
図
式
化
し
た
も
の
で
す
。

□⊆］

4,22で3,630円

金

●入院　　エ4か3％白

　　5億7,417万5､040円

O円

　付〉

１

●入院外　　　46.0％

　5億5,834万9,900円

●歯科　　　　　2.6％

　　　　3,211万980円

考｢]白白よよ詰万………jj

●施設療養費　2.0％

　　　2,484万7,380円

-

レ ●現金（コルセット等）
　　　　　　　1.9％

　　　2,272万7,869円

保険医

療機関

病院･薬局

診療所

歯科医院

一

,759円

病院などへ

支払う割合

ぐ⊇へ

医療保険

国保､社保など

　の保険者可く

言

5％町
W

12億1,420万6

図②町の老人医療費推移
　
億
１
２
　
　
１
０
　
　
８
　
　
６

増
え
続
け
る
老
人
医
療
費

４

２

０

元年度63年度62年度

－
医
療
費
の
増
加
は
私
た
ち
の
負
担
も
増
加
に
ー

　
医
療
費
を
大
切
に

　
老
人
医
療
費
は
、
高
年
齢
者
の
増

加
と
成
人
病
の
増
加
な
ど
で
、
医
療

技
術
の
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図

②
の
よ
う
に
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
平
成
元
年
度
の
老
人
医
療
費
は

十
二
億
円
を
突
破
し
、
前
年
に
比
べ

十
五
・
六
％
増
に
も
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
多
額
の
医
療
費
は
、
老
人
保

健
法
に
「
老
人
医
療
に
要
す
る
医
療

費
は
公
平
に
負
担
す
る
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保

険
や
各
種
の
社
会
保
険
な
ど
）
の
保

険
者
が
７
０
％
負
担
し
、
残
り
を
国
が

２
０
％
、
県
と
町
が
５
％
づ
つ
負
担
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
者
や
国
、
県
、
町

が
負
担
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料

や
税
金
の
形
で
負
担
し
て
い
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
老
人
医
療
費
が
増

え
る
と
、
私
た
ち
の
負
担
も
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
有
効
利
用

①
健
康
づ
く
り
の
心
が
け

　
ま
ず
予
防
、
こ
れ
が
健
康
づ
く
り

　
の
基
本
で
す
。
病
気
に
負
け
な
い

　
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
｝

②
検
診

　
検
診
は
早
期
発
見
の
決
め
千
で
す
。

　
年
一
回
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま

③
ハ
シ
ゴ
受
診
、
か
け
も
ち
受
診
は

　
し
な
い

　
む
や
み
に
病
院
を
変
え
る
ハ
シ
ゴ

　
受
診
や
、
一
つ
の
病
気
で
何
人
も

　
の
医
者
に
か
か
る
か
け
も
ち
受
診

　
よ
り
、
一
人
の
医
者
の
診
療
を
続

　
け
る
こ
と
が
健
康
回
復
の
早
道
で

　
す
。

　
次
の
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
ら

一
、
交
通
事
故

　
交
通
事
故
な
ど
（
第
三
者
行
為
）

　
で
ケ
ガ
し
た
場
合
、
老
人
保
健
で

　
受
診
す
る
と
き
は
、
役
場
福
祉
課

　
に
連
絡
下
さ
い
。
（
無
届
で
使
用

　
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
本
人

　
か
ら
医
療
費
を
返
し
て
も
ら
う
場

　
合
が
あ
り
ま
す
）

二
、
加
入
保
険
の
変
更
、
転
居
、
転

　
　
出
、
死
亡

　
加
入
し
て
い
る
保
険
が
変
わ
っ
た

　
り
町
内
で
の
住
所
変
更
が
あ
っ
た

　
と
き
は
変
更
届
書
、
死
亡
や
他
の

　
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
必

　
ず
受
給
煮
証
を
添
え
て
喪
失
届
書

　
を
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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回目隠隠岨腫圓

　該当される方は

　手続きをしましよう
　
身
体
の
不
自
由
な
万
や
母
子
家

庭
の
児
童
、
ｍ
＝
親
を
対
象
に
、
医

療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
自
己

負
担
分
（
保
険
診
療
分
か
ら
附
加

給
付
な
ど
を
除
い
た
額
）
を
町
で

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
医
療
費
助
成
制
度
を
よ
く

理
解
し
、
該
当
さ
れ
て
い
る
の
に

ま
だ
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

す
ぐ
に
役
場
福
祉
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
に
は
診
断
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
身
体
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
際
に
、
医
療
費
助
成
の
手
続

き
も
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
診
断
書
用
紙
及
び
届
出
書
は
、

福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

一

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成

★
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険
　
　
ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

に
加
入
し
て
い
る
満
一
歳
以
上
の
次
　
　
　
て
い
る
方

の
条
件
を
満
た
す
方
が
、
助
成
を
受
　
　
ｏ
児
童
福
祉
施
設
ま
た
は
精
神
薄
弱

け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
援
護
施
設
に
入
所
中
の
方

①
身
体
障
害
者
手
張
丁
二
級
の
方
　
　
　
医
療
受
給
資
格
者
証
の

②
療
育
手
帳
勺
心
又
は
知
能
指
数
　
　
　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

　
が
三
五
以
下
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
健
康
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳

③
知
能
指
数
５
０
以
下
で
、
身
体
障
害
　
　
　
ま
た
は
療
育
手
帳
と
印
鑑
。
老
人

　
者
手
帳
が
三
～
四
級
の
重
複
し
て
　
　
　
保
健
法
の
医
療
受
給
者
は
健
康
手

　
い
る
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帳
。

田
子
家
庭
の
医
療
費
助
成

★
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
1
8
歳
未
満

の
児
童
が
い
る
母
子
家
庭
、
及
び
父

が
身
体
障
害
者
一
級
ま
た
は
二
級
程

度
の
世
帯
の
母
と
子
。
1
8
歳
未
満
で

父
母
の
い
な
い
子
。

ｏ
所
得
が
所
得
制
限
以
上
の
方

ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

　
て
い
る
方

　
医
療
受
給
資
格
者
証
の

　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

☆
健
康
保
険
証
、
印
鑑
。

☆
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
ほ
子
年
金

　
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
の
い
ず
れ

　
か
。

☆
公
的
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

　
け
て
い
な
い
方
は
、
診
断
書
ま
た

　
は
民
生
委
員
の
証
明
書
。

☆
老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者
は
健

　
康
手
帳
。

☆
桂
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

　
前
の
住
所
地
の
所
得
証
明
書
。

助
成
の
申
請

★
受
給
期
間
に
受
け
た
保
険
給
付
に

つ
き
、
一
部
負
担
金
を
窓
口
な
ど
で

支
払
っ
た
金
額
（
高
額
医
療
費
、
附

加
給
付
な
ど
を
差
引
い
た
額
）
で
す
。

★
口
座
振
込
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

★
重
度
身
心
障
害
者
医
療
費
は
、
保

険
給
付
を
受
け
た
日
か
ム
二
年
で
す
。

母
子
医
療
費
は
、
保
険
給
付
を
受
け

た
翌
月
か
ら
一
年
で
す
。

★
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申

請
書
に
、
受
給
資
格
者
証
の
記
号
番

号
、
加
入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど

を
申
請
者
記
入
欄
に
記
入
捺
印
し
、

預
金
通
帳
を
持
参
の
上
、
福
祉
課
ま

た
は
各
出
張
所
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
　
『
医
療
費
受
給
資
格
者
証
』
の
裏

面
の
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
転
出
、
死
亡
な
ど
で

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
時
は
、
す

み
や
か
に
役
場
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。



」
　
知
事
を
囲
み
懇
談

（
Ｘ
）

四
　
　
　
　
　
県
民
バ
ス
に
三
九
名
参
加

－－－
―
－
―
‐
―

－皿
　
　
十
一
月
二
十
一
日
、
県
の
施
設
を
　
　
り
、
丁
付
は
ま
ず
、
が
ん
治
療
の
般

－Ｉ
い
見
る
「
県
民
バ
ス
」
及
び
「
こ
ん
に
　
　
前
線
で
あ
る
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
を

’
い
ち
は
知
事
さ
ん
」
が
壬
生
町
を
対
象
　
　
見
学
、
最
新
設
備
や
早
期
発
見
の
重

報広

に
開
催
さ
れ
、
自
治
会
連
合
会
や
婦

人
会
な
ど
団
体
代
表
者
ら
三
十
九
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
の
び
ゆ
く
栃
木
県
の
姿

や
県
の
施
設
を
巡
回
見
学
し
、
県
政

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
全
市
町
村
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
む
の
で
、
本
町
が
今
年

度
の
締
め
く
く
・
リ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
の
案
内
に
よ

要
性
な
ど
に
っ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
次
に
食
品
工
業
指
導
所
で
は
、
日

常
生
活
と
の
係
わ
り
が
強
い
こ
と
か

ら
、
食
品
の
保
存
法
を
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
質
問
が
出
Ｊ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
県
公
館
に
お
い
て
渡
辺

知
事
を
囲
み
、
記
念
撮
影
の
後
「
こ

ん
に
ち
は
知
事
さ
ん
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

至
宝
町
婦
人
会
が
施
設
め
ぐ
り

　
至
宝
町
婦
人
会
（
石
村
孝
子
会
長
）

で
は
、
日
頃
見
学
す
る
機
会
の
少
な

い
町
の
施
設
を
直
接
見
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
、

十
一
月
九
日
、
町
有
バ
ス
を
利
用
し

て
「
施
設
め
ぐ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
見
学
さ
れ
た
施
設
は
、
日

常
生
活
の
う
え
で
特
に
感
心
の
強
い

下
水
処
理
場
や
、
中
央
配
水
場
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ー
ー
・
ン
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
参
加
さ
れ
た
方
は
職
員
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
「
ゴ
ミ

を
分
け
て
出
す
こ
と
の
車
賃
性
が
わ

か
っ
た
」
な
ど
、
た
い
へ
ん
好
評
で

し
た
。

　
ま
た
、
午
後
に
は
清
水
町
長
を
囲

　
知
事
か
ら
県
政
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
出
席
さ
れ
た
方

か
ら
、
北
関
東
自
動
車
道
の
推
進
状

況
を
は
じ
め
、
老
人
医
療
、
ゴ
ミ
処

理
問
題
な
ど
幅
広
い
意
見
や
提
案
が

出
さ
れ
、
終
始
熱
の
こ
も
っ
た
懇
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
万
は
、
企
両
肘
啓
課
に

お
気
軽
に
ご
連
絡
ド
さ
い
。

み
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
要
望
や

提
案
を
交
え
な
が
ら
懇
談
会
を
行
い
、

実
り
多
サ
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
施
設
め
ぐ
り
」
は
、
十
五

名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
対
象

に
、
随
時
中
込
を
受
付
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

役
場
窓
口
か
ら
お
知
ら
せ

　
証
明
書
の
電
話
予
約
に
つ
い
て

　
役
場
の
住
民
課
窓
口
で
、
相
続
な

ど
の
た
め
戸
籍
や
税
関
係
の
証
明
書

を
請
求
す
る
と
、
作
成
す
る
間
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約
を
す
る
と
、

待
ち
時
間
も
な
く
、
す
ぐ
に
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
種
証
明
書
は
役
場
窓
口

の
ほ
か
、
稲
葉
、
南
犬
飼
出
張
所
で

も
交
付
し
て
い
ま
す
。
（
証
明
書
の

交
付
に
は
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま

久
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
）

地
下
水
採
取
の
届
出
に
つ

１
２
月
１
日
よ
り
、
新
し
い
揚
水
施

設
を
設
置
す
る
と
き
は
、
届
出
を

い
て

◆
留
意
事
項

ｏ
吐
出
口
断
面
慎
一
言
∵
六
互
心

　
県
で
は
、
地
下
水
の
奇
効
か
つ
適
　
　
　
以
上
の
施
設
は
、
水
量
測
定
器
を

切
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
地
下
　
　
　
備
え
る
。

水
の
実
態
を
調
査
・
分
析
し
て
き
ま
　
　
ｏ
地
下
水
採
取
量
計
画
の
必
要
最
小

し
た
が
、
今
後
、
よ
り
正
確
な
実
態
　
　
　
限
の
揚
水
施
設
と
す
る
。

把
握
の
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
　
　
ｏ
採
取
し
た
地
下
水
の
再
利
用
な
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
を
検
討
す
る
。

◆
対
象
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
指
　
導

Ｏ
動
力
の
揚
水
施
設
で
、
吐
出
口
断
　
　
〇
届
出
の
な
い
と
き
は
、
届
け
出
る

　
面
積
の
合
計
が
６
づ
以
上
の
新
設
、
　
　
よ
う
指
導
し
ま
す
。

　
更
新
、
変
更
、
廃
止
す
る
場
合
。
　
　
◆
助
　
成

◆
対
象
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
水
量
測
定
器
の
設
置
、
排
水
量
滅

ｏ
壬
生
町
と
そ
の
ほ
か
１
５
市
野
　
　
　
　
　
少
の
施
設
改
善
な
ど
に
必
要
な
経

◆
届
　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
の
一
部
を
低
利
融
資
し
ま
す
。

亘
所
在
地
が
壬
生
町
の
場
合
、
役
場
　
　
　
く
わ
し
く
は
、
県
資
源
対
策
謀
へ
。

　
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
ま
す
。
　
〈
�
０
２
８
６
（
２
３
）
２
２
６
フ
〉

　
　
　
　
　
　
）
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　国勢調査が平成２年10月１日に実

施され，本町の人口は次のようにな

りました。

　　　　人□　39,591人
　　　　　男　　19,554人
　　　　　女　　20,037人
　　　　世帯数　　11,574世帯

　　　前回比(60年国勢調査)
　　　　人　□　　2,018人増

　　　　(増加率　5.4％増)
　　　　世帯数　　1,061世帯増
　　　　(増加率　10.1％)

　　　　　人口の推移

町の人口は39,591人

　国勢調査の結果まとまる
　　　　　　　　　　　　(平成2年10月1日現在)

国勢調査による人日の推移

一

jl………年代y………1 二大口二 増減(前回獣 ‥増加率

大正９年 17,785 一 一

ﾉｿ14年 18,242 457 2.6％

昭和５年 18,999 757 4.1％

ﾉｿ10年 19,637 638 3.4％

ﾉｿ15年 20,189 552 2.8％

々22年 26,242 6,053 30.0％

ﾉｿ25年 26,02/ －　　215 －0.8％

ﾉﾉ30年 25,282 －　　745 －2.9％

ﾉﾉ35年 24,007 －1，275 －5.0％

ﾉｿ40年 23,772 －　　235 －1.0％

ﾉしﾉ45年 25,475 1,703 7.2％

ﾉｿ50年 30,791 5,316 20.9％

ﾉﾉ55年 35,037 4,246 13.8％

ﾉﾉ60年 37,573 2,536 7.2％

平成２年 39,591 2,018 5.4％

４万人

３万人

２万人

１万人

-''¶　　77　　　　　　　/　　　　　-rj●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
一

回
Ｅ↑]……万

j,1万11゛,||
17,s,゛Jhij゛宍1141Ujlll,回,゛jti年上

第一L

_

ｒ７七
卜一一i y7r･7や

｜
　　一

　　の、
　　回

　　晨

　　に

　　と

　　も

　　な-－い－

　　人
　　□

　　の

　　漑
　　出

　　続

　　く

・ －

『 ﾉ叉

ａ

大9　　14　昭5　　10 15　　　22　25　30　35　40r　45　50　55　6ひ　牢２
圧　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成

食事と健康⑩
栄
養
の
摂
取
と
運
動

　
牛
乳
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す

る
う
え
で
一
番
効
串
が
よ
い
食
品
で

す
。
そ
こ
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
加
わ
る

と
、
さ
ら
に
吸
収
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
⊇
タ
ミ
ン
Ｄ
は
陽
に
当
た
る
と
体

内
で
っ
く
ら
れ
ま
す
。
）
ま
た
、
牛
乳

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状

　
永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
本

町
の
青
木
俊
男
さ
ん
（
松
原
）
に
、

十
一
月
六
日
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

を
飲
む
こ
と
で
確
か
に
骨
は
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
運
動
を
し
な
い
骨
は

も
ろ
い
と
い
う
調
査
結
果
も
で
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
『
死
を
早
め
る
五
つ
の
Ｓ
』

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ｊ
　
　
ｊ

仏
呉
首

Ｓ
ぐ
　
Ｓ
ぐ
　
Ｓ
ぐ

汗水万万

対岸

な
る
ほ
ど
…
と
思
わ
れ
る
で
し

　
健
康
は
、
食
事
だ
け
に
気
を
付
け

て
い
て
も
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
食
事

か
ら
摂
り
い
れ
る
栄
養
素
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
木
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
に

人
権
擁
護
委
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、

四
期
十
二
年
余
に
わ
た
り
、
地
域
住

民
の
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
力

さ
れ
、
そ
の
間
、
町
人
権
擁
護
委
貝

会
々
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
人
権

尊
重
の
理
念
を
広
く
周
知
さ
れ
て
、

本
年
九
月
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ド

こ

り
ま
せ
ん
が
、
栄
養
と
運
動
の
バ
ラ

ン
ス
ー
ー
－
摂
取
手
不
ル
ギ
ー
と
消
費

予
不
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
成
人
病
が
低
年
齢
化
し
て
い
る
今

日
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
正
し
い
食
事

の
あ
り
方
を
身
に
つ
け
、
成
人
し
て

か
ら
も
、
一
日
二
〇
〇
上
二
〇
〇
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
の
手
不
ル
ギ
ー
を
燃
焼

さ
せ
る
運
動
を
続
け
る
こ
と
を
習
慣

づ
け
ま
し
ょ
う
。
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　国民年金保養センター「きつれがわ」は、国民年金

の加入者・受給者はもちろん、一般の方々にも広くご

愛用いただいております。

　何といっても当センターの自慢は、超音波・バイブ

ラ風呂、打たせ湯といった温泉を利用した入浴施設で

すが、宿泊以外にも、日帰り入浴（休憩）、会議､研修、

ゲートボール、テニスなどの施設が整っています。

　皆様の目的、お好みにあわせた幅広いご利用をお待

ちしております。

国民年金保養センター

きつれがわ
宿泊・休憩料金

区　分 　宿　　　泊特認回
　休　　憩鸚乍

加入者及び

受　給　者

　６,１５５円

(５,８１５円)
フ○○円

一　　般
　フ,０６１円

(６,７２１円)
９００円

小　学　生
５,４３８円

５,０９９円
５００円

-

注）１．宿泊料金は冷・暖房期間（７月１日～９月30日）

　　　　　（11月10日～３月31日）の料金です。（　）内

　　　　は、その期間以外の料金です。

注）２．加入者・受給者とは、国民年金の第１号被保険

　　　　者期間を有している方と国民年金を受給してい

　　　　る方です。

図

籐り

お
か
げ
さ
ま
で

　
　
　
　
　
一
周
年

　
四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ

　
町
内
７
ケ
所
の
駐
車
場
に
月
一
回

巡
回
し
て
お
り
ま
す
、
移
動
図
書
館

四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
。

　
壬
生
町
立
図
書
館
の
全
域
サ
ー
ビ

ス
の
柱
を
な
す
も
の
と
し
て
、
昨
年

ｎ
月
1
5
日
か
ら
巡
回
を
始
め
て
、
よ

る
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
の
べ
二
号
八
八
入
で

一
五
、
三
三
一
冊
の
貸
出
し
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
１
１
月
末
現
在

四
、
一
六
三
人
で
コ
ハ
、
言
言
冊

の
貸
出
し
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
二
万
冊
を
超
え
る
貸
出
し
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
で
す

が
、
稲
葉
・
羽
生
田
・
藤
井
・
壬
生

北
・
壬
生
東
・
安
塚
の
各
小
学
校
や

お
手
伝
い
下
さ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
去
る
９
月
に
は
図
書
館
裏
に

-

専
用
の
車
庫
も
完
成
し
、
よ
り
ス
ム

ー
ズ
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ｎ
二
層
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以

上
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
四
］
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
巡
回
予
定

・
１
月
1
6
日
團
　
稲
葉
小
学
校

・
１
月
1
7
日
困
　
藤
井
小
学
校

・
１
月
1
8
日
溺
　
壬
生
束
小
学
校

・
１
月
２
３
日
困
　
安
塚
小
学
校

・
１
月
2
4
日
團
　
羽
生
田
小
学
校

・
１
月
２
５
日
溺
　
壬
生
北
小
学
校

・
１
月
３
０
日
㈲
　
お
も
ち
や
の
町

（
幸
町
一
丁
目
な
か
た
洋
品
店
裏
）

※
い
よ
い
よ
冬
本
番
で
す
。
降
格
賞

な
ど
で
、
止
む
を
得
ず
日
程
を
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
お
ね
が
い

　
本
の
返
却
日
が
1
0
月
３
０
日
ま
で
で

ま
だ
図
書
館
に
本
が
戻
っ
て
い
な
い

方
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
返
却

の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
心
あ
た
り

の
皆
さ
ん
、
お
早
目
に
お
返
し
く
だ

さ
い
。

　
も
し
、
す
で
に
お
返
し
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
に
は
図
書
館
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
（
そ
の
節
は
ど
う
ぞ
ご

容
赦
く
だ
さ
言
。
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－
第
四
回
企
画
展
（
町
資
料
館
）
－

　
町
資
料
館
で
は
、
十
月
十
四
日
か

ら
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
の
三
十
二

日
間
に
わ
た
り
、
第
四
回
企
画
展
と

し
て
「
日
光
社
参
の
道
～
日
光
道
中

壬
生
通
」
を
催
し
、
入
場
者
三
千
二

百
人
を
記
録
す
る
な
ど
、
好
評
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
同
企
画
展
は
、
壬
生
通
の
果
た
し

た
役
割
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考

察
し
、
宿
場
資
れ
を
中
心
に
八
十
点

を
展
示
し
ま
し
た
。

重
文
の
日
光
道
中
壬
生
通
の

絵
図
が
人
気
を
集
め
ま
し
た

　
中
で
も
、
江
戸
時
代
の
壬
生
町
の

様
子
を
詳
細
に
描
い
た
東
京
国
立
博

物
館
所
蔵
の
「
日
光
道
中
壬
生
通
分

開
廷
絵
図
」
は
、
国
の
重
要
文
化
財

と
あ
っ
て
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
料
館
は
常
設
展
を
中
心
に
年
二

回
、
企
画
展
と
特
別
展
を
開
催
し
、

豊
か
な
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
壬
生

町
の
文
化
財
を
町
民
の
皆
様
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
資
料
館

へ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

阿部昭先生の記念講演も盛況でした

｢‾‾1

た
つ
ま
き
災
害

郷
友
会
が
見
舞

金に

ｌ　　」

　
十
二
月
三
日
、
壬
生
郷
友
会
の
太

田
金
吾
会
長
が
町
を
訪
れ
、
先
の
安

塚
地
区
を
中
心
に
起
っ
だ
た
つ
ま
き

災
害
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
お
見

舞
金
を
手
渡
さ
れ
、
激
励
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
開

会
の
秋
季
総
会
に
お
い
て
、
会
員
に

呼
び
か
け
募
金
さ
れ
た
も
の
で
、
町

で
は
、
郷
土
を
思
う
そ
の
温
か
い
ご

芳
志
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

さ
っ
そ
く
、
復
旧
対
策
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

も
十
二
万
八
千
八
九
五
円
が
十
二
月

十
二
日
、
竜
巻
災
害
見
舞
金
と
し
て

町
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

手作りのわらじぞ77で77t?yかつぐ子供たち

ヽ 一

謝罪収税/の/

/い/ろ/い/ろ/⑤

年末調整は確定申告に

代わる大切な手続きです

　
現
在
わ
が
国
に
は
、
合
名
、
合
資
、

株
式
会
社
、
そ
れ
に
医
療
法
人
な
ど

も
含
め
て
、
い
わ
ゆ
る
普
通
法
人
が

約
二
百
万
強
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
決
算
期
」
は
法
人
が
各
自
で
設

定
で
き
、
一
番
多
い
の
は
三
月
で
、

全
体
の
約
五
分
の
Ｉ
、
続
い
て
九
月

と
十
二
月
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
約
十
分

の
Ｉ
ず
つ
で
す
。

◆
年
末
調
整
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
″
確
定
申
告
〃

　
さ
て
、
法
人
の
決
算
、
個
人
事
業

者
な
ら
確
定
申
告
に
当
た
る
も
の
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
年
末
調
整
で
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
所
得
税

は
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

年
間
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総

額
に
対
す
る
正
規
の
税
額
は
、
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
年
の
途
中
に

扶
養
家
族
数
の
増
減
が
あ
っ
た
り
、

各
種
保
険
料
の
控
除
が
源
泉
徴
収
額

に
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る

た
め
で
す
。

　
そ
の
積
算
を
す
る
の
が
、
年
末
調

整
で
す
。

◆
注
意
し
た
い
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
年
末
調
整
を
受
け
る
と
き
、
特
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
次

の
点
で
す
。

一
、
こ
の
一
年
間
に
結
婚
や
出
産
な

　
ど
で
扶
養
親
族
数
が
変
化
し
た
場

　
今
は
、
勤
務
先
に
扶
養
控
除
等
（
異

　
動
）
申
告
書
の
提
出
が
済
ん
で
い

　
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

二
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
た

　
め
の
申
告
書
を
、
勤
務
先
に
提
出

　
す
る
（
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
と

　
き
は
、
そ
の
人
が
控
除
対
象
配
偶

　
者
に
該
当
す
る
か
、
ま
た
、
そ
の

　
配
偶
者
の
今
計
所
得
金
額
に
よ
っ

　
て
、
控
除
額
が
調
整
さ
れ
ま
古
。

三
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な

　
ど
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の
申
告

　
書
を
勤
務
先
に
提
出
す
る
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
年
末
調

整
は
、
確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な

手
続
き
で
す
。
ど
う
ぞ
正
確
な
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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広

り

ろ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
穏
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

ド
レ
レ
．
Ｉ
。
－
－
－
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－
－
…
…
…
｀
ｏ
－
－
－
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。
。
－
－
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”
　
ド
」
ド
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づ
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ド
�
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町
内
野
球
至
宝
町
南
が
優
勝

　
壬
生
町
野
球
協
会
主
催
の
野
球
大

会
は
、
年
に
七
大
会
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
最
後
を
飾
る
町
内
野

球
大
会
（
自
治
会
対
抗
、
参
加
3
1
チ

ー
ム
）
の
決
勝
戦
が
十
一
月
十
八
日

町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
至

宝
町
南
チ
ー
ム
と
安
塚
第
二
チ
ー
ム

で
、
ど
ち
ら
も
走
攻
守
三
拍
子
そ
ろ

っ
た
好
チ
ー
ム
で
す
。
白
熱
し
た
試

合
展
開
に
な
り
ま
し
た
が
、
投
手
力

に
勝
る
至
宝
町
南
チ
ー
ム
が
安
塚
第

ニ
チ
ー
ム
打
線
を
二
回
の
一
点
に
押

え
、
三
村
一
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
優
秀
選
千
貫
に
は
至
宝

町
南
チ
ー
ム
の
丹
野
　
浩
選
手
が
、

優
秀
選
手
貫
に
は
安
塚
第
二
チ
ー
ム

の
川
俣
幸
重
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。

優
勝
の

　
至
宝
昭
南
チ
ー
ム心

惜
し
く
も
準
優
勝
の

　
　
　
　
安
塚
第
ニ
チ
ー
ム

バスケットボール大会結果

男子（参加12チーム）　　　　　女子（参加６チーム）

　優　勝　ファストブレーカーズ　優　勝　独協医大

　準優勝　ブラックアップ　　　　準優勝　壬生クラブ

　第三位　壬生クラブ　　　　　　第三位　壬生高Ａ

第12回町協会長杯

　　家庭婦人バレーボール大会

　　(11月18日､於町民体育館､参加10ﾁｰﾑ)-

第三位　Ａ．Ａ．０チーム

　7j　　　むつみクラブ

優　勝　九輪チーム

準優勝　まどかチーム

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

↑
優
勝
の
九
輪
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
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規
律
正
し
く
機
敏
な
操
作

　
　
　
消
防
団
が
通
常
点
検
を
行
う

　
ま
た
、
こ
の
後
、
自
衛
隊
音
楽
隊

を
先
頭
に
分
列
行
進
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
、
そ
の
勇
姿
に
沿
道
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
火
は
、
ま
さ
か
の
油
断
か
ら

思
わ
ぬ
火
災
に
つ
な
が
り
、
尊
い
生

命
や
財
産
を
も
灰
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
も
、
大
の
取
扱
い
や
大
の

元
を
は
な
れ
る
時
に
は
、
細
心
の
注

意
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
よ
塵
窓
朧
図
肇
ミ
狽
翫
陶
貳
涸
－

呟
　

町
消
防
団
（
梁
島
安
男
団
長
）
の

　
ｉ
　
―
　
－
　
－
　
四
　
通
常
占
検
が
、
十
二
月
言
、
安
塚

　
－

　
Ｉ
　
Ｉ
　
‐
　
皿
　
小
学
校
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ
、

　
―
ふ
二
百
名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

1 1 1 1 日 | | | | | | | | | | l l l l

　
こ
の
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
団
貝

た
ち
は
点
検
者
の
清
水
町
長
か
ら
、

人
員
並
び
に
服
装
点
検
、
機
械
器
具

点
検
を
受
け
、
ポ
ン
プ
操
法
や
放
水

点
検
で
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
て
、
機
敏
な
動
作
に
よ
り
、

み
が
き
あ
げ
た
技
術
を
披
露
し
ま
し

た
。

消
防
関
係
定
期
表
彰

一
、
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
　
　
　
第
三
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
正
美

Ｏ
勤
紋
章
1
0
年
第
一
分
団
第
一
部

　
　
　
　
　
　
団
員
　
早
乙
女
　
勝

　
　
　
　
　
　
団
員
　
高
水
　
信
行

二
、
栃
木
県
消
防
協
会

　
　
　
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
勤
続
章
（
五
年
）

第
二
分
団
第
五
郎
（
菅
示
島
　
高
雄

第
一
分
団
第
四
部
（
団
員
）
山
川
登
美
男

　
　
″
　
第
五
郎
所
以
示
谷
野
秀
男

-

第
三
分
団
第
三
部
伍
長
）
清
水

第
三
分
団
第
二
部
足
長
）
鈴
木

　
　
μ
　
　
　
μ
　
（
団
員
）
大
垣

　
″
　
筈
二
部
（
畏
）
渡
辺

　
　
″
　
第
四
部
（
団
員
）
粂
川

第
一
分
団
第
一
部
（
回
員
）
植
竹

μ

康
雄

康
一

往
昭

光
夫

歳
寛

慎
二

第
四
部
（
団
員
）
山
崎
　
久
夫

　
　
　
　
　
　
　
第
三
分
団
第
五
部

　
ｏ
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
三
部

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

優
秀
賞

〇
小
学
一
年
（
羽
小
）
鈴
本

　
　
　
　
　
蚤
小
）
寺
内

第
二
分
団
第
三
部
（
部
長
）
高
山
　
正
宏
　
　
○
小
学
二
年
（
壬
小
）
後
藤

第
三
分
団
第
二
部
（
部
言
朝
日
　
広
生

　
　
μ
　
　
　
μ
　
（
団
員
矢
関
　
幸
正

μ

（
睦
小
）
田
辺

（
稲
小
言
『
久

第
三
部
（
部
長
）
斉
藤
　
　
功
　
　
〇
小
学
三
年
（
壬
小
）
冨
居

　
　
″
　
第
四
部
（
団
貝
）
粂
川
　
高
正

　
以
上
の
方
々
は
、
壬
生
町
長
表
彰

も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

一
二
、
壬
生
町
長
表
彰

○
優
良
部

　
○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
三
分
団
第
一
部

　
　
　
　
　
　
　
第
二
分
団
第
一
部

　
ｏ
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
槙
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
孚
北
）
川
又

　
　
　
　
　
（
安
小
）
西
島

〇
小
学
四
年
（
睦
小
）
須
藤

　
　
　
　
　
（
安
小
）
中
川

Ｏ
小
学
五
年
（
東
小
）
其
田

　
　
　
　
　
（
睦
小
）
望
月

　
　
　
　
　
呈
北
）
加
藤

ｏ
小
学
六
年
（
藤
平
）
貪
井

　
　
　
　
　
晏
小
）
柘
植

Ｏ
窓
掛
状
贈
呈

☆
平
成
元
年
度
退
団
者

　
　
前
部
長
　
早
乙
女
　
富
夫

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
四
九
名

秀
行

英
憲

全
美

瑠
美

純
子

陽
子

美
紗

祐
実

昌
紀

恵
睦

吉
弘

　
章

聖
憲

愁
涼

綾
子

☆
防
火
貯
水
槽
設
置
に
伴
う
土
地

提
供
者

第
二
分
団
第
二
部
　
　
☆
消
火
協
力
者

第
二
分
団
第
五
部

○
努
力
賞
の
部

　
ｏ
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

橋
本
　
喜
男

宇
賀
神
清
二

青
木
　
　
正

石
村
　
幸
夫

大
和
田
日
出
夫

☆
早
期
発
見
者
　
　
高
木
ミ
チ
イ
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⑥栄町川上覧訟1

　
床
屋
一
筋
に
5
0
年

　
「
お
や
じ
の
代
か
ら
床
屋
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
床
屋
に
な
っ
た
の

は
遅
く
２
５
歳
の
時
で
し
た
ご
と
語
る

輝
さ
ん
は
、
そ
れ
以
来
約
5
0
年
間
、

床
屋
一
筋
に
生
き
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
1
0
年
前
に
息
子
さ
ん
に

家
業
を
わ
た
し
て
か
ら
は
、
木
工
や

竹
細
工
づ
く
り
の
毎
日
で
、
家
の
中

に
は
置
床
や
花
合
な
ど
の
木
工
作
品

が
た
く
さ
ん
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
へ
行
っ
て
木
の
根
っ
こ

を
拾
っ
て
き
た
も
の
や
お
風
呂
の
た

き
つ
け
用
の
「
は
た
ま
き
」
　
（
廃
材
）

の
中
で
い
い
も
の
を
と
っ
て
お
き
、

何
年
も
乾
燥
さ
せ
た
も
の
な
ど
を
利

用
し
た
も
の
で
、
す
ば
ら
し
い
作
品

に
変
え
て
し
ま
う
の
に
は
驚
き
で
す
。

　
妻
の
初
代
さ
ん
は
、
埼
玉
県
の
大

宮
市
出
身
で
す
が
、
昭
和
６
年
か
ら

壬
生
小
の
教
師
と
な
り
、
1
7
年
間
教

師
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
、
昭

和
８
年
に
嫁
が
れ
、
５
７
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
６
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て

ら
れ
、
介
で
は
、
お
孫
さ
ん
が
1
4
人

の
ひ
孫
が
４
人
い
る
の
で
、
「
子
供
た

ち
が
巣
ま
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
代
さ
ん
は
毎
朝
、
屋
敷
周
り
の

そ
う
じ
と
外
に
あ
る
カ
マ
で
お
店
に

使
う
お
湯
を
わ
か
し
、
輝
さ
ん
は
家

庭
菜
園
で
野
菜
を
作
る
こ
と
が
日
課

と
い
う
お
元
気
な
二
人
で
す
が
、
特

に
輝
さ
ん
は
医
者
も
驚
い
て
い
た
と

い
う
く
ら
い
丈
夫
な
体
の
持
主
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

短

歌

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

や
が
て
わ
れ
も
か
く
な
る
も
の
か
幼
児
に

　
　
　
　
　
か
へ
り
し
母
を
叱
り
て
哀
し

病
む
足
を
い
た
は
り
歩
む
夫
の
背
に

　
　
　
若
か
り
し
日
の
か
げ
は
見
ら
れ
ず

脆◎⑩呈

―睦小学校一

｢嘔山牧場｣

　１年　星野正人

工
事
場
に
軍
手
の
五
指
が
鉄
骨
を

　
　
　
　
っ
か
む
形
で
捨
て
ら
れ
て
あ
る

し
じ
み
　
　
の
と
　
　
　
　
　
お
い

蝸
汁
ら
喉
に
し
み
入
る
美
昧
し
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ろ
か
　
　
　
　
わ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
と
な
り
て
碗
を
重
ね
ぬ

山
田
　
良
次
　
　
　
　
　

俳
　
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
転
作
に
や
は
り
信
濃
路
そ
ば
の
花

　
　
　
　
　
　
　
屋
ふ
か
く
病
み
て
眩
し
き
秋
の
蝶

新
井
　
ハ
ナ
　
　
風
道
に
卓
を
移
し
て
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
柿
の
皮
む
け
ば
小
春
の
陽
に
甘
し

心

「クラブハウス」２年　速水　幸洋

伊
沢
　
克
明

安
原
　
昌
子

粂
川
　
正
敏

青
木
　
談
丈

安
原
　
昌
子

海
老
沼
勘
二

｢長田神社｣

４年　前田　圭吾

ぼくの学校」３年　角田　真英
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「
私
の
家
族
Ｌ

　
壬
生
中
学
校
一
年

　
　
　
　
　
　
高
橋
沙
太
子

　
私
の
家
族
は
、
父
、
母
、
弟
の
四

人
で
す
。
私
の
家
族
は
、
と
て
も
明

る
く
て
良
い
家
族
で
す
。

　
私
の
家
で
、
そ
ろ
っ
て
夕
食
を
食

べ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
め
っ
た
に

れ
り
ま
せ
ん
。
誰
か
が
旅
行
に
行
く

時
ぐ
ら
い
で
す
。
私
が
中
学
校
に
入

学
し
て
か
ら
、
朝
食
は
、
私
が
一
人

　
「
ぼ
く
の
家
族
Ｌ

　
　
壬
生
中
学
校
一
年

　
　
　
　
　
　
安
良
岡
伸
之

　
僕
の
家
族
は
、
父
、
母
、
姉
の
四

人
家
族
で
す
。

　
父
は
、
会
社
員
で
、
母
は
、
近
く

の
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
姉
は
、
中
学
一
年
生
で
、
毎
日
受

験
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
父
は
、
物
静
か
な
人
で
す
が
、
母

は
、
そ
の
反
対
で
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

で
先
に
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人

の
食
事
は
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
夕
食
は
全
員
そ
ろ
っ
て
食
べ

ま
す
。
私
が
部
活
で
ど
ん
な
に
お
そ

明
る
い
人
で
す
。
姉
も
母
に
負
け
な

い
く
ら
い
明
る
い
人
で
す
。
い
つ
も
、

僕
と
父
は
、
そ
の
二
人
に
圧
倒
さ
れ

く
な
っ
て
も
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。

家
族
の
み
ん
な
に
は
、
悪
い
か
な
と

思
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

　
家
族
の
悪
い
所
は

母
と
弟
が
け
ん
か
を

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

で
も
、
け
ん
か
を
す

れ
ば
、
す
ぐ
仲
直
り

す
る
し
、
最
近
で
は

そ
の
回
数
も
、
減
っ

て
来
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
ん
な
家

族
が
大
好
き
で
す
。

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
父
は
い
ざ
と

い
う
時
に
は
家
族
の
中
心
と
な
っ
て

僕
達
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。

　
物
事
を
冷
静
に

見
つ
め
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
る
父
を
僕
は
、

尊
敬
し
て
い
ま
す
。

ぽくの

　家族です

チビッ子アjl,パム

こ

７歳､左）

４歳､右）

３歳､中央）

彩ちゃん　（長女

佳織ちゃん（次女

亜由美ちゃん（３女

未紗ちゃん(長女４歳､右)

伸弥ちゃん(長男２歳､左)

　
（
父
）
大
　
橋
　
好

　
（
母
）
　
　
″
　
　
洋

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

一子

さ
ん

さ
ん

（
車
塚
）

今
の
目
の
輝
き
を
大
切
に

素
直
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
（
父
）
出
　
井
　
文
　
夫

　
（
母
）
　
　
″
　
　
孝
　
枝

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

元
気
で
や
さ
し
い
子
供
に

育
っ
て
ほ
し
い
。

さ
ん

さ
ん

（
西
高
野
）
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公
職
選
挙
法
の
改
正
（
平
今
今
月
１
日
″
ら
）

政
治
家
の
寄
附
は

　
　
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
に

１
、
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者

　
に
な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
現
に

　
公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を

　
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党
や

親
族
に
対
す
る
も
の
及
び
政
治
教
育

集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い

実
費
の
補
償
〈
注
①
〉
は
除
か
れ
ま

す
。
）
は
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て

す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
次
の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

　
　
結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀

　
②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

　
　
葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典

　
（
①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関

　
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般

　
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場

　
今
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。
）

　
な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、
政

治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
《
注
①
〉
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る

実
費
の
補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食

事
料
の
提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２
、
有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る

　
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で

　
寄
附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま

　
す
。

　
政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ

う
に
勧
誘
や
要
求
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
て

あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
又
は
披
選

挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
黄

水
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
）

家
名
儀
の
寄
附
を
要
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

３
、
政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ

　
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ

　
ら
れ
ま
す
。

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見

舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電

報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
）
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

４
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料

　
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処

　
罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る

後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、

新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
に
よ
り
、
有
料
の
広
告
（
い
わ
ゆ

る
名
刺
広
告
な
ど
）
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
政
治
家
や
後
後
団
体
に
対

し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
れ

の
広
告
を
凧
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

全
一
五
〇
、
五
三
八
円
（
計
二
回
）

　
　
　
　
　
壬
生
町
文
化
協
会
様

金
三
、
〇
〇
〇
円
　
　
（
計
十
二
回
）

　
　
　
　
　
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ
様

金
五
、
〇
〇
〇
円
　
廣
巴
商
事
㈱
様

金
五
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
（
計
六
回
）

５
、
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、

　
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ

　
ま
す
。

　
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
接
合

が
、
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し

た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ

り
行
う
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附

以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時
期

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま

す
。

６
、
こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二

　
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

　
す
。

１
、
２
、
４
及
び
５
已
よ
っ
て

処
罰
さ
れ
る
と
公
民
権
停
止
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

W

壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
今
様

合
一
、
七
七
〇
円
　
　
訃
六
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
ハ
捨

金
五
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
（
計
三
回
）

　
壬
生
町
心
身
障
害
記
者
親
の
今
捨

金
五
〇
、
〇
〇
〇
円
横
山
宗
太
郎
捨

金
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
（
計
六
回
）

　
栃
本
地
区
遊
技
業
防
犯
協
力
今
捨

合
三
八
、
三
一
八
円
　
　
　
募
金
箱

物
品
寄
付
者

ｏ
車
イ
ス
　
　
　
　
北
島
　
武
男
捨

－

月

●
町
県
民
税
（
四
期
）

●
国
民
年
金
（
十
期
）

　
　
（
納
期
限
一
月
三
十
一
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　　　まちのうごき

　　　　　　　12月１日現在

　総人口　39

,

613人(+34)
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